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月にモントリオール（カナダ）で開催された IASSIST（International Association for Social 
Science Information Services and Technology）年次大会に参加した 1)． 
社会科学に関わる情報サービス・技術をテーマとする IASSIST は，”Foster and promote a 
network of excellence for data service delivery” ， ”Advance infrastructure in the social 





(34) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 5 号 
された内容をもとに海外のデータアーカイブで行われている先進的な取り組みを紹介し，
今回 RUDA が行ったポスター発表について報告する．また，今回の IASSIST では RUDA の
紹介がてら国立情報学研究所オープンサイエンス基盤研究センター（NII RCOS）との共同
研究の成果報告を行った．現在 RUDA では前田・朝岡(2018)で紹介したとおり，横断的検
索システムの構築に向けて NII RCOS とデータ公開環境基盤の整備に向けた研究プロジェ




Ⅱ IASSIST における研究動向 
 
１．データ・ライブラリアンの教育 





 このようなデータ・ライブライアン向けのワークショップの紹介が「Putting the CURATE 







 この調査グループが示すデータによれば，全米 3 分の 2 の大学図書館で，データ・キュ
レ―ション・サービスがすでに設置されている．そしてこの動きを全米に広げるため，Data 




















かにして研究データにするのか目的にある．「Instruction: Data Management Skills」のセッシ
ョンではこれがテーマとなっていた． 
 アメリカ合衆国の大学のシラバスを分析した Ashley Doonan と Evan Cosby の発表（”A 






実践例としては，オンタリオ農業大学における取組が紹介された（Michelle Edward and 














る．「Sharing Sensitive Data: Interpreting Legal and Policy Framework」のセッションでは，南ア
フリカ（Council for Scientific and Industrial Research），アメリカ（Quantitative Date Repository, 
Syracuse University: QDR），フランス（GENES）の取り組みがそれぞれ紹介された． 
この議論の大前提として，取扱注意のデータについては完全に匿名化することが最適解

























 量的調査や量的データへの関心が強い IASSIST においても質的データの問題に特化した
ネットワークがある．IASSIST Qualitative Social Science & Humanities Data Interest Group 
(QSSHDIG)の短時間のミーティング（Birds-of-a-Feather Discussions）では，2016 年にできた









［資料］海外データアーカイブの動向 2 (37) 
 
 
行では，DDI には大きく分けて 2 つのヴァージョンが存在する．一つは調査データを収集
し，公開するデータアーカイブのために設計された DDI Codebook であり，もう一つは調査
を実施している研究者が調査記録を残すために設計された DDI Lifecycle である．DDI4.0 は







 今年度の IASSIST では RUDA と NII RCOS の共同研究の成果をポスターと口頭発表にて
報告した．ポスターの内容は次頁のとおりである．今回の報告では日本の社会調査データ
アーカイブの現状を示すために RUDA の現状について触れ，日本の小規模アーカイブの現
状について説明し，アーカイブ利用者の広範のニーズに応えるために NII RCOS が開発した
研究データ基盤を用いた国内アーカイブ間相互検索システムの導入を試みた経緯を説明し




(38) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 5 号 
 
図 IASSIST で発表したポスター原稿 
 
［資料］海外データアーカイブの動向 2 (39) 
 
 
 パイロットスタディとして SSJDA に協力していただき，Social Science Repository という
アカウントに RUDA のメタデータを 10 件，SSJDA のメタデータを 3 件アップロードして
試験運用したが，問題なく運用することができたので，今後は他のアーカイブにも協力を
呼びかけていく予定であるが，各アーカイブ間で研究ジャンルやキーワードが統一されて
いないために，いくらか調整が必要である点や NII RCOS にアップロードされたメタデータ
の権利についてどのように扱うのかが今後の問題であると説明した． 







 本稿では IASSIST での発表内容に基づき，海外データアーカイブによるデータ利用者および
データアーカイビストへの教育やデータ共有に関わる動向について議論してきた．データサイ














１）今年度は Association des cartothèques et archives cartographiques du Canada との共同開催と
なった． 
２）http://www.gakkai.ne.jp/jss/about/ethicalcodes.php （2018 年 12 月 29 日取得） 
３）http://www.gakkai.ne.jp/jss/about/researchpolicy.php （2018 年 12 月 29 日取得） 
４）http://jasr.or.jp/jasr/documents/rinrikitei.pdf （2018 年 12 月 29 日取得） 
５）QSSHDIG の web サイトは以下のとおりである．（2018 年 12 月 29 日取得） 
https://sites.google.com/uncg.edu/iassistqsshdig/home?authuser=0 
(40) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 5 号 
６）DDI Lifecycle は DDI codebook と互換性を持つように設計されているが，フレームが大








前田豊・朝岡誠，2018，「RUDA の DDI 対応に向けた取り組み」『社会と統計』4:25-35． 
  





The Trend in Foreign Data Archives 2 
: From the Presentations in IASSIST Annual Conferences 
 
Makoto Asaoka and Kaori Takahashi 
 
[Abstract] 
Social research data is a public good that contributes to the development of 
future societies. Therefore, we need to facilitate an environment in which people can 
use this data appropriately. This paper reports on some cutting-edge researches and 
projects presented at the International Association for Social Science Information 
Service and Technology & Association of Canadian Map Libraries and Archives 
(IASSIST & CARTO) annual conference held in May 2018, focusing especially on the 
role of data librarians, and how to deal with sensitive data. In addition to that, we share 
the results and audience responses to the paper presentation about the collaborative 
research project with the National Institute of Informatics (NII) Research Center for 
Open Science and Data Platform (RCOS).   
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